
人工礁漁場造成事業効果調査
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調査目的

人工礁漁場における魚類蝿集のメカニズム，踊集する生物の生態的特徴，蝿集資源量等について

明らかにすると同時に，人工礁漁場を利用する際の漁法開発を行うことによって，魚礁漁場の活用

と漁場造成手法確立を追求し，もって沿岸漁場の効果的開発に資する。

調査方法

1.調査期間 昭和57年4月~昭和58年3月

2 調査海域

イ)三沢地区:三沢漁構より磁針方位30度及び90度の線に狭まれる水深25mから50mの海域

(閣 1-a) 

ロ)西津軽地区:鯵ケ沢赤灯台より磁針方位10度の線を中心とする水深40m~50mの海域

(図 1- b) 

3. 調査項目及び方法

イ)潜水調査:民閉会社に季託し，魚礁フロックの設置状況，魚類の踊集状況，生物の付着状

況等を潜水によって調査した。

ロ)漁獲試験:固定式底刺網漁具を使用して漁獲試験を行い，人工礁周辺漁場における魚類分

布の実態を把握した。

結果と考察

A 三沢地区

1. 潜水による魚類輯集状況観察の結果

8月及び3月に計4日間，延べ8回の潜水を実施し，魚礁ブロックの設置状況，魚類の蝿集状

況等について観察歩行った。

魚礁ブロックの 着底埋没洗堀、損壊等に関する設置状況を調べたところ， 8月(三角

型魚礁3基1.5 m角型魚礁28基)， 3月(三角型 5菜、角型90基)とも異常は認められなか

った。

次に、魚類の蝿集状況を表1に示したが、 8月はパパガレイ、アイナメ、ソイ、メバル類、

ウマズラハキ守の 4種 ?A7尾(潜水 1回当たり 61.8尾)， 3月はアイナメ，ソイ・メバル類ヒラ

メの 3種 100尾(潜水 1回当たりお尾)で魚類の噌集量は8月が多かった。

また図2には， 51年からの潜水結果を夏~秋期と冬期に分けて季節別に 1回当観察尾数の比
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較検討結果を示したが、冬期の蝿集量が年次的に横這い傾向であるのに対し、夏~秋期の蝿集

量は年々増加する傾向を示している。特に漁場造成が完了した55年以後顕著で、これは魚礁漁

場としての機能があらわれてきていることを示すものと考えられる。

次に、この地区の対象魚種のうち、比鮫的多く観察される代表的な 3種について、これまで

観察された潜水 1回当り尾数で経年的に比較してみると(図 2下段)、アイナメの直線的増加

が目立っている。ソイ、メハル類の増加もみとめられるが、 57年に前年よりも減少となって示

されているのは、冬期(3月)の調査時における減少が顕著であったことが効いているもので、

夏期(8月、 19.5尾)の観察尾数は前年を上回っていた。またヒラメも前年よりも減少してい

るが、冬期は 1回当り 4尾観察されており、時期によるムラがみとめられる。

以上のほか、表 1にあるとおり本年夏季の調査ではパハカレイ(88尾)及びウマズラハギ

(22尾)が観察され、これら魚種も含めて本年の潜水1回当りの魚類観察尾数はこれまでで最

高となっている。

(ブロックにおける魚群の蝿集部位)

魚礁漁場における効果的操業を考える場合、魚群が魚礁ブロックのどの部位に蛸集している

かを知ることが大事なことである。このような点を明かにするため、昭和日年及び56年度の

潜水調査の記録を整理してみたところ、表2及び吋 3の結果が得ムれた。この結果によれば、

ソイ・メバル類は海底から数十cm~数 m離れたブロック外側の縁辺部やブロック内部の中央部

に蛸集するが、特に人工礁ブロックの真中付近(中央部)に多く蛸集していることがわかる。

これに対してアイナメは、人工礁ブロックの内部で、より海底に近い(海底から50c祝以内)と

ころに多く集まっている。カレイ・ヒラメも同じようにブロック内部の底部に集まっている。

一方、ブリ・カンパチ等の表層性回競魚は、ブロ yクからやや離れた中層か、フロックの上部

周辺に分布する傾向を見せている。このほか、人工礁内部に集まる魚種として、イシナギ、ウ

マズラハギ、リュウグウハゼ(何れも中央部)等が観察されたが、全体として魚礁ブロックの

内部に輯集するものの多いことが結論として言える。

以上の結果を踏まえれば、今後魚礁漁場の利用を高め、そこにおける生産拡大をはかる上か

ら、魚礁ブロック内部に集まる魚類を効果的に漁獲し得る漁法の開発研究が重要な課題になる

ものと考えられる。

2. 漁獲試験による魚類蝿集状況調査の結果

(1) 固定式刺網試験

日合11.5 ~ 15. 8 cmの底刺網を使用しで、 8月(3点)、 2月(3点)及び 3月(5点)に

計11点における潟、獲試験を、現地三沢漁港所属の小型漁料、第 3菊栄丸 (6.98トン、 55馬力)

により実施した。この試験を行った海域は図4に示すとおりで、魚、礁葬落の内部及び外側で

あるが、外側の魚礁から離れたところは、何わしも魚礁設置海域よりは浅い側に位置している。

刺網試験によって得られた漁獲の内訳(月別)は表3のとおりで、合計すると13種、 57尾、
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(反当り1.6尾)であった。これら漁獲魚種の中から、本漁場の対象となっている魚種のみ

の出現割合を見ると、各時期とも70%以上がそれらの魚種によって占められている。(表4) 

また図 5として、対象魚種を更に根付性(アイナメ、キツネメバル)と底生性(ヒラメ、カ

レイ類)に分け、これらに非対象魚を加えて月別の反当り尾数の比較結果を示した。これに

よると、何れの魚種も 2月に最も高い密度で漁獲され、他方最も低い密度を示した月は、対

象魚(根付、底生とも)の場合は 8月に、非対象魚、は 3月に見られた。また図 5の結果では

ヒラメ・カレイ類の漁獲がどの月をとっても最も多いが、前項の表 1で示した潜水観察の結

果では、アイナメ・キツネメバル等の方が多く出現し両者の結果は一致しない。加えて、潜

水観察では 3月よりも 8月の方が魚類の鱈集量は全般に多くみとめられていたのに、東IJ網試

験の結果は逆の傾向を示していて、二つの調査結果には不一致がみとめられた。このように

一致しない原因について若干の考察を加えると、先づ、潜水調査の場合は、魚礁ブロック周

囲の海底に分布するヒラメ・カレイ類について見落としがあるものと思われ、したがってこ

れらの魚種については分布量の過少評価が行われる可能性がある。この点は潜水調査の限界

と言えるかも知れない。一方刺網試験の場合は、漁法自体の宿命として、ブロック内部に多

く分布するアイナメ及びキツネメバルを十分捕捉し得ないと言う限界を有していることは十

分考えられ、二つの調査の持つ夫々の限界がこのような不一教を持たらすものであろう。

次に、海底に構造物を設置したときに、そこにおける魚類分布のパターンがどの程度の規

模で変化するものか検討するため、魚礁ブロ yクからの距離と魚群密度(刺網反当り尾数)

との関係を表日及びE遺伝に示した。この結果では、魚機ブロックにおも近い 5m離れたとこ

ろの反当り漁獲量が最も多く、逆に最も少ないところは、魚礁ブロックから最も離れた 600

mの以遠の海域で、両者向比は約 6倍であった。しかし、魚礁ブロ yクから 100m以内のと

ころでは、必ずしも分布密度と遠近の関係では一様にはなっていないので、逆説的にはその

範囲内では魚礁ブロックの効果に相違がないとも考えられる。

同様の方法で、当場が昭和53年以降の毎年実腕してきた刺網漁獲試験の結果を整理して図

7に示した。これによると、イシナギ、クロソイ、アイナメ、ヒラメの各魚種が魚礁ブロッ

クから50m以内のところに集まる傾向を見せ、これに対してカレイ類は一般に分散し、魚礁ブ

ロックから相当離れたところまで分布密度の高いところが出現する。このことは、カレイ類

を主対象として営まれる刺網漁業の操業を考える上で重要な参考となるもので、破網する危

険を昌して魚礁ブロ yクに網を近づけることの無意味なことを示唆していると同時に、カレ

イの中でも種によって分布のパターンを異にしている点は、生息空間を互いに分っているよ

うにも考えられ、興味深いところである。

(21 篭漁業試験

図8V，こ示すようなアイナメ篭を使用して、刺網試験の傍で2月及び3月に漁獲試験を行っ

た。操業は、 10個の篭を一連にして 2日開設置したものであるが、漁獲は 2月に2尾、 3月

に 1尾(夫々アイナメ)のみであった。アイナメの魚体は全長20-25cmの小型魚で、 3月の

1尾は標識を付して放流した。
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B 西津軽地区

西津軽地区人工礁漁場造成事業は57年で完了した。年別の実施状況は表7に示した。

魚類の蝿集状況を潜水調査及び漁獲試験(固定式底刺網漁具)により調査し，効果のは揖に努め

た。

1 潜水調査

津軽海域総合開発調査事業の関連調査として，人工礁漁場造成海域で 9 月 ~3 月(月 1 回)

延14回の潜水調査を行った。調査内容は魚礁ブロックの設置状況(埋没・洗堀・損壊着底)， 

魚類の蝿集状況・ヤリイカ卵の付着状況等を観察・記録し 8ミリフィルムに収録した。

魚礁ブロックの設置状況は，カマボコ型，ポリコン塑ブロックに一部損壊が認められた。そ

の他に観察したブロック(カマボコ型・約16某・ポリコン型2基・角型 143基)については良

好に設置されていた。

次に，秋期から冬期の魚礁内部及び周辺域の蛸集状況を表8に示した。観察魚種はソイ・メ

バル類・アイナメ・ウマズラハギ等15種 725尾(1回当り51.8尾)であった。

魚種毎の潜水 1回当り観察状況は，ウマズラハギが16.9尾と最も高く，次いでイシダイの

7.7尾，エゾメバル・キュウセン(シマメグリ) ・キツネメバルが4尾台・クロソイ・アイナ

メが 3尾台で続いている。

また，調査期間中継続して観察された魚種は，魚礁漁場での重要魚穐と考えられるソイ・メ

バル類・アイナメであった。

季節別に観察した魚類の傾向は，秋季 (9ー 11月)は13種 595尾で I回当りの観察尾数は46

~ 156 尾(平均99尾)であるのに対し，冬季 (12月 ~3 月)は 9 種 130 尾で 1 回当りの観察尾

数は 2 尾~37尾(平均16尾)で冬季に減少する傾向がみられた。また，過去 2 月， 3月の潜水

で観察した魚類の状況は， 54年はアイナメ・イシダイの 2種 (26尾 1回当り観察尾数 6.5尾)

55年はアイナメ・キツネメバル等5種11尾(1回当り 3.7尾)， 56年はメバル等 311尾(155.5 

尾)57年はアイナメ・カジカ等2種38尾(6. 3尾)であるのに対し.58年は，アイナメ・ソイ

メバル類等6種47尾 (12尾)で，同時期の魚類の観察尾数が年々増加傾向にあるものと考えら

れる。

次に重要魚種のソイ・メバル類・アイナメの観察状況を図10に示したが， 9 月 ~12月までは

25尾~36尾・ 1 月 ~3 月は 2~1O尾で，全魚種の観察状況と同様に冬季に減少する傾向がみら

れる。また，重要魚種が占める割合を図11に示したが，重要魚種の比率は月によって変動がみ

られ，全期間を通すと50%以上になるものと思われる。このように重要魚種の観察率が高い割

には全体の観察尾数が少くなる12月以降について考えてみると，この時期は，魚礁漁場の前面

(深い方)海域で底建網漁業が行なわれており，魚礁漁場へ来遊(蝿集)する以前に魚類が間

ヲ|かれてしまうことによるものではなし、かと考えられる。

2. 漁獲試験

固定式底刺網漁具(三枚網延69反)を使用して， 6 月 ~10月(延23操業)に漁場造成海域周

辺で実施した。(実施機関・西津経地区人工礁漁場造成推進委員会)
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表9に漁獲試験の結果を示した。

漁獲魚種はキツネメバル・ヒラメ・カナガシラ等21種 126尾(100.2 kg)反当り1.8尾(1.5 

kg)であった。このうち魚礁漁場での重要魚種であるソイ・メバル類・ヒラメ・カレイ類・ア

イナメ・マダイの漁獲は75尾 (44.2kg)反当り1.1尾(O. 6 kg)で全体に占める割合は尾数で

60%・重量で44%であった。

時期別反当り漁獲状況は図11に示した。反当り尾数は. 7月の 3.4尾をピークに減少傾向が

みられ，反当り重量は 7月・ 8月・ 9月に 2kg台の漁獲がみられた。一方，重要魚種の漁獲状

況をみると，反当り尾数は 7月 (2.0尾)重量では8月 (1.1kg) にピークがみられ，その後

減少傾向を示した。重要魚種のなかに占める魚種毎の漁獲比率を月別に表10に示した。 6月~

10月の期間でヒラメが55%・ソイ・メバル類が34%で，重要魚種の89%を占めた。また，潜水

で隔集が確認されているアイナメは，調査方法(刺網)の関係で漁獲割合が小さくなってしま

ったので、はないかと考えられる。

魚礁ブロックが魚に与える蛸集効果の距離は，底魚では 200mと言われているが，西津軽地

区人工礁のこの点について検討するため密度と魚礁からの距離との関係を表11に示した。今回

は魚礁ブロックから50m以内の海域に.20・25・30・40・50mの5区分に刺網を設置した。漁

獲分布状況(反当り尾)は， 30m 以内は 2.6 尾~ 1. 6尾であるのに対し.40~50m の海域で

1. 1 ~ O. 3尾で西津軽地区人工礁海域でも魚礁ブロックから離れるに従って分布密度は小さ

くなっている。しかし三沢地区における魚礁フロックの影響域数(数百メートルに及ぶ)か

ら考えるとこのように50mの距離で分布密度が可成り落ち込みがみられるのは，カレイ類の蝿

集割合の低いことが効いているためと考えられる。

次に，重要魚種の魚種毎の反当り重量分布密度を表12に示した。魚礁性の強いソイ・メバル

類は30m以内で0.26kg ・ 40~50 m付近では0.07kgで約 3.7倍の漁獲差がみられた。

アイナメの分布密度は40~50m付近で高いが，前述した漁具の関係で全体に漁獲効果は小さ

かった。ヒラメは30m以内で0.42kg40 ~50 mでは 0.1kgで漁獲差は 4.2倍であった。また，カ

レイ類は30m以内で高いものの，全体として分布は稀薄であった。

3 ヤリイカ産卵状況

当地区の漁場造成の目的には魚類の娼集機能のほかに，ヤリイカ産卵礁としての機能が含ま

れている。このため，冬期の潜水調査の時はヤリイカ卵の付着状況の観察も併せて行った。

57年度の調査は 9月から 3月まで継続して行ったが，ヤリイカ卵の付着は. 12月に設置年数

の浅いカマボコ型ブロック 1基に 200~ 300本が観察されたのが初めてであった。以後 1~3 

月の潜水でも観察され. 1月はカマボコ型 1基に50本余と 100本余. 2月は1.5祝角のプロッ

ク (4~5 主主)に 200 ~ 300本余・カマボコ型に50本余・ 3月はカマボコ型 1某に 100本・ポ

リコン 2主主に 200本の付着がみられた。

経年的に 3月のヤリイカ卵の付着状況をみると表13のとおりで，付着量は年により変動があ

り.57年・ 58年の付着量の落ち込みがみられる。
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表 1 潜水調査によって視認された魚類と尾数(三沢)

8 月 3 月 計

4 回 4 回 8 回

35 ( 8.8.) 。 。 35 4.4 ) 

46 ( 11. 5 ) 78 ( 19.5 ) 124 ( 15.5 ) 

78 ( 19.5 ) 6 84 ( 10. 5 ) 

。 ( 0 16 4.0 ) 16 
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図 2 潜水 1回当りの魚類観察尾数

(三沢地区人工礁)
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魚礁漁場に出現した魚類の分布場所表2

(三沢沖人工礁潜水調査54年度， 56年度)

層

)
 

唱
E
A，，ι白、

ミ~中
0.3 

1.5 

e

フ

置霊霊室蓋

カ

1.5 

8. 8 

O. 7 

0.6 

3.1 

11. 5 

ウマヅラハギ

ヒ

カ

メ

メ

類

ナギ

ソイ， メノ匂レ類

ナ

レイ

イ

フ

アイ

シ

リュウグウハゼ

亡二二コ1尾未満医三週1-4.9 潜水 1回当り置に巨川 L
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魚礁における魚類の出現部位模式図

(三沢地区)
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一¥一一一
調 査 回 数

使 用 漁 具

反 数

目 i仁〉3、

延 操 業 時 間

キツネメバル

ア イ ナ メ

ヒ フ メ

漁 アカガレイ

ムシガレイ

獲 一二f ガ レ イ

マコガレイ

魚 ノミノミガレイ

ホ シ ザ メ

種 二L イ 類

エゾイソアイナメ

オ、 ツ ケ

不スミ ゴチ

計

反 当 り

反当尾

1.0 

0.5 

表 3 三沢地医人工礁刺網漁獲試験結果表

表

8 月

3 

一枚網|

11 

11. 5 c:m 

131. 9 

1 

2 

3 

1 

2 

1 

2 

1 

13 

1.2 

8 

(刺網試験)

2 月 3 

3 

" " 
9 6 

15.8c:m 13. 6 c:m 

59. 6 42. 1 

1 

7 3 

ワー

円j 2 

6 

1 

23 6 

2. 5 1.0 

2 3 

月

5 計

" " 
6 3 15 

12. 1 C祝 11.5 c抗

43.9 42. 6 128. 6 

l 

3 

1 

1 

2 

4 

I 

13 

2. 2 

I 

6 

1 

I 

1 l 

1 1 

2 

6 

1 

1 

2 21 

o 7 1.4 

。一一--<l根付性対象魚

(アイナメ，ヰ Y不メパノレ)

侍一一--xn長生性対象魚

(ヒラメ，カレイ類)

.【ーーーー.
非主'J家魚
(その他の魚種)

月

図 5 魚種別反当り尾数
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表 4 対象魚及び非対象魚の漁獲比率(刺網試験)

対象魚

非対象魚

90 

10 

月

※ 対象魚:ヒラメ，カレイ類，メバル類，アイナメ

表 5 刺網試験結果からみた魚類分布区分表

、 三 5m 20η1 30m 50m 100 m 

3 1 1 1 2 

使 用 漁 7臼て 一枚網 11 11 11 11 

反 数 9 4 3 3 6 

15.8 cm 15.8 
目 11 、 12. 1 cm 11. 5 13. 6 13.6 

11. 5 

延操業時間 63. 6 43. 8 20. 8 21. 3 64. 1 

キツネメバル 1.5/2 

ア イ ナ メ 4.3/9 1.9/3 1.2/3 

漁 ヒ フ メ 1.2/2 1. 1/2 1.0/2 

アカガレイ 0.4/1 

獲 ムシガレイ

マ才 ガ レ イ

魚 マコガレイ 0.8/2 

ノミパガレイ 6.3/9 0.3/1 1.0/2 1.9/3 

種 ホ シザメ

コ二 イ 類 0.5/1 0.2/1 1.9/6 

r、、

巴 エゾソイアイナメ 0.3/1 

ホ ツ ケ 0.5/1 

ネズミゴチ 0.05/1 

日十 15.1/27 1. 6/4 1.0/2 2.4/4 6. :V15 

反 当 り 1. 7/3.0 0.4/1. 0 0.3/0.7 0.8/1. 3 1. 1/2.5 
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表 6 アイナメ篭 付表 1 調査方法別の魚類確認結果 (57年度，三沢地区)

、¥、、¥、¥、、、、
2月 3月

調査回数 1 I 

、そご¥¥¥ 刺網(11回35反) 潜水(8回) アイナメ篭(2回:_uT)1
尾 T • Lc押1 尾 T. Lc悦 尾 T.Lcm 

使用漁具 篭
" 
キツネメバル 3 (39 - 24) メノミノ湾

84 (10 -60) 

篭数 10 10 
ア イ ナ メ 15 (27 -44) 124 ( 

" 
3 (25) 

操業時間 44.0 44.6 
ヒ フ メ 6 (25 -46) 16 (20 -40) 

アイナメ 2 1 
アカガレイ 34 

放流
(主円円4。0) 
ムシガレイ 35 

マ ガ レ イ 28 

マコガレイ 3 (22 - 36) 

パパガレイ 15 (27 - 42) 35 (25 -45) 

ホ シ ザ メ 76 

二L イ 類 8 (28 - 39) 

エゾイソアイナメ 31 

ホ ‘Y ケ 35 

不スミ ゴチ 24 

ウマズラ J、ギ 88 (15 - 25 ) 

日十 57 347 

付表 2 57調査方法の違いによる対象魚の蝿集状況(三沢)

ソイ.メバル類 lヒ ラ メ|カレイ実頁|アイナメ|イシナギ

8月， 3月とも 3月に観察し， 8月にパパガレ 8月， 3月とも|観察なし。

潜 水 観察し， 1回当 I回当り 4.0尾 イを観察し， 1 観察し， 1回当

8 回 り， 0.5尾であ 観察している。 回当り 8.8尾で り16尾。観察率

(8月， 3月) る。観察率は 8 あった。 は3月に高く 63

月に高く 93%0 ノ。/O o 

キツネメバルの 各月とも漁獲が パパガレイのほ 各月とも漁獲が漁獲なし。

漁獲がみられる みられている。 かマガレイ，マ みられる。漁獲

漁 獲|が各月とも 1 漁獲割合は 8月 コガレイ，ムシ 割合は 2 ， 3月

尾づつである。 50% ， 2月33% ガレイ等の漁獲 の冬期で高く 87

8月， 2月 3月17%である。 がみられるがパ %である。

3月 パガレイ主体で

ある。漁獲割合

は冬期で高く 87

%である。
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付表 3 57三沢地区人口礁効果調査(潜水)

調 査 番 号 A B C D 

調査年月日 57. 8. 26 57 8. 26 57 8. 30 57 8. 30 

設 置 年 ワ ワ つ ワ

種 類 三角礁(1基) ご角礁(1基) 角型 (25-30基)

水深 底質 42 m，砂 43 m，砂 42抗，砂 41 m 砂

流向 流速 遅し

視界 水温 6 m 18C 6 m 6 - 7 m 150C 6 m 150C 

設 着 底 良 好 良 好 11 

置 埋 没 無 無 I! 

状 洗 掘 ノ/ I! I! 

況 そ の 他 破損等無 同 左 I! 

ノミノミガレイ 内部底部10尾 I (魚摂記録に薄く，

30 -40cm I 7 - 8 mの高さの 15尾25-30C祝

映像が記録された

蛸 アイナメ 内部底部 |ため，潜水を実施 内部底部 | 
5 - 6尾60cm したが，魚礁ブロ 8 10尾60cm

5 - 6尾30-40cm ックではなく網地 10尾10-25cm ' 
集
メバル類 内部中央~下方 (漁具)であった。 内部中央

10尾10-20c官l その網地の中に 12ー 15尾60c机

生
6尾30-40cm はイワシ10尾.ウ 40尾20-30cm 

ヒ フ メ マズラハギ30-40

尾.パパガレイ 2

物 尾が確認された。)

ウマズラハギ 内部中間 内部定部 内部及周辺

20-30尾15cm 20 -30尾20cm 20尾15-20調 i

付
フジツボ 全体に若干(薄)

着
ホヤ I! 密殖 全体に密殖 密殖(全体)

ウ 一 ムラサキウニ 若干 若手
生

物
アカザラ 若干(3枚)

ツフ 4ケ

位 置 三沢漁港 3.4マイ コ沢漁港 3.5マイ コ沢漁港 365マイ コ沢漁港3.55マイ

そ
ル， Ma  gCo 800 ル，MagCo 500 ル，Ma  gCo 800 ル，Ma gCo 880 

内部にホタテの死 当ブロァクより 20

貝 m位離れた場所に
の

3角型， 3基

他
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E F G 日

57. 8. 30 58 3 6 58 3 6 58 3 7 58 3 7 

ワ ワ つ ワ ワ

二角礁1基，角型1基 角型 20基 角型20基，三角礁l基 角型 30基 角型20基，三角型1基|

43 m，砂地 40 m，砂 42 m，砂 42 m，砂 40祝，砂

ssw→NNE SSW→NNE な し な し

4前 150C 7 ~ 8 m 70C 7~8m 70C 4 ~ 6 m 

1/ 良 好 1/ 良 好 1/ 

/ノ 無 1/ 無 1/ 

" 1/ 1/ 無 I! 

I! Fノ I! 破損等無 I! 

内部底部 5尾45cm

l内部底部 7-10尾 魚礁即 1「 (借り 3尾 15 -20c祝 10尾 25-30c祝

20 -25α冗 20 -30c抗魚礁底部 3尾 5尾 20-25cm 5 - 6尾 15 -20cm 

5 8尾40-45cm 3尾10-15cm 10 -20cm 

内部中央 8尾50cm 三角礁 2 尾 25~30cm 3尾 15-20αR 

魚礁底部30._.40尾 1尾 30c飢

20 -30c胃1

三角礁

魚礁底部10-.20尾

30 40cm 

内部中間25尾

15 --25σπ 

密殖(全体) wi殖(全体) 密殖(全体) 全体に密殖 全体に密殖

若干 若干 若干 若干 若干

[コ沢漁港 3.6マイル コ沢漁港 35マイ 三三沢漁港 3.6マイル 三沢漁港 3.7マ 三沢漁港 3.7マイル

Ma gCo 87 
。

ノレ， ToCo 600 ToCo 61 
。

イノレToCo680 ToCo 400 

当ブロックより市側 角型とゴ角礁の距離

( 4 m) 20ケ，北側 15前

(15m) 2-3ケ，

西側 (10m) 2ケの

角型ブロック認めら

れる。
」
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付表4 57三沢地区人工礁刺網調査結果表

(刺網)

調査機関
三沢地区人工礁

1/ 1/ 11 1/ 11 

管理運営委員会

調査番号(一連) 1 2 3 i b 6 

年 月 日 57. 8. 26 ~ 29 1/ 1/ 58.2. 22 ~ 23 11 1/ 

魚 礁との距離 20 100 1，900 100 5 

水 深 π1 41 41 35 41 i 33 

使用 漁具 枚 網 ノ/ Fノ 11 1/ 11 

反数， 目合 4 反， 115m1 13反 11.5cm 4反 11.5cm 3反 15.8cm13反15.8cm 3反 15.8c胃l

授業時間 44. 0 44. 1 20.1 i 19. 7 19. 8 

キツネメバル 1 1 

アイナメ 2 1 6 

ヒ フ メ 2 1 I 

漁
アカガレイ カ

ムシガレイ

獲
マガレイ

マコガレイ 1 イ

魚
パパガレイ 1 1 2 5 

オシザメ 1 

種

( 
二L イ 類 1 l 5 1 ム

尾 エゾイソ I 
、』ノ アイナメ

ホ ツ ケ

ネズミゴチ

五十 4 6 3 9 14 

漁場位置 Ma gCo 600 MagCo 600 MagCo 650 Ma gCo 900 900 840 

司 漁港から)[34 マ空ゴ 3.4マイレ 2. 5 マイノレ 3. 2 マイル 133マイル 2. 2マイル
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(アイナメ篭)

7.K 試 Fノ " fノ Fノ 言十

7 8 9 10 11 12 13 

58 
" 3.6-3. 8 3. 7 - 3. 8 3. 7 - 3. 8 

58 
3.6-3. 8 

3 6 - 3. 7 2.22 - 24 

50 30 5 5 。 。

41 42 25 42 41 41 42 

" " " " Fノ 篭 篭

3反 13.6cm 3反 13.6侃 3反 11.5 C抗 3反 12.1 cm 3反 12.1侃 10 ケ 10 ケ

21. 3 20. 8 42 6 21. 9 22.0 44.0 44.6 

1 3 

3 3 15 2 1 

1 6 (放流青78)

1 1 

I 1 

I 1 

1 3 

2 1 3 15 

1 

8 

1 I 

1 1 

4 2 2 3 10 57 

ToCo 600 ToCo 680 ToCo 570 ToCo 400 ToCo 370 MagCo 90。ToCo 610 

3. 5マイル 3. 7マイル 2.2マイル 3. 7マイル 3. 6マイル 3.2マイル 3. 6マイル
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付表 5 57三沢地区人工礁魚体測定結果表(漁獲試験結果より)

57. 8. 26 

58. 2.22 5 

58. a 7 11 

l忌ヨ互雪 ア イ ナ メ

T.Lc抗 F. Lcm S. Lcm B.W9 S e x GW9 胃内容 胃重量

57. 8.26 S t 2 36.0 30. 0 750 

11 30. 0 25. 0 350 

58. 2.22 S t 4 27. 0 26. 5 23. 2 190 
11 5 40. 0 39. 2 34. 0 800 ♀ 

11 42. 2 41. 0 36. 3 850 

11 28. 2 27. 5 24.0 260 

11 32.8 28. 2 31. 8 400 

11 29. 2 24.0 28. 4 340 ♀ エビド，タコ 15 
ヤカリ

11 35.8 31. 4 35.2 560 

58. 3. 6 S t 7 44. 2 43. 1 38. 4 980 ♀ 放卵後 巻 貝 25 

11 36. 5 35.5 31. 6 540 ♀ 11 タ コ 10 

11 31. 4 30. 7 27. 5 360 ♀ カ 一 3 

58. 3. 7 S t 11 33. 0 32. 0 28. 2 410 古 カ 一
30.4 29. 5 25. 9 350 ♀ 

34. 4 33.6 29. 9 410 ♀ 6 3 エビ，タコ

1:詰司選11L四 ヒ フ メ

F. Lcm S. Lcm B.W9 S e x GW9 胃内容 胃重量

57. 8.26 S t 1 41. 0 31. 0 600 

11 35. 0 27. 0 520 
F〆 S t 2 41. 5 33.0 850 

58. 2. 22 S t 4 25. 2 21. 0 150 

F〆 S t 5 46. 3 39. 3 930 古 10 

58. 3. 7 S t 11 30. 3 25. 4 250 ♀ 
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日l汗唱f ノ¥ ノ、 力、 レ イ

T.L F. L S . L B.W S e x GW 胃内容 胃重量
57. 8.26 S t 1 27. 0 21. 0 250 
1/ 1/ 2 30. 0 25. 0 300 

58. 2.22 " 4 39. 5 34. 0 730 
1/ 1/ 41. 3 35.4 850 
1/ " 5 50.2 43. 2 2， 100 ♀ 320 
1/ 1/ 42.5 ! 36. 0 800 古 20 

" " 39. 7 33. 3 730 古 30 
1/ " 4171 35. 6 990 ♀ 100 

" 1/ 29. 2 24. 5 260 2 15 

58. 3. 6 S t 8 42. 1 36.0 880 汽 ク二工b三 E円百

1/ 20.8 17. 4 99 古 1/ 

58. 3. 7 Fノ 10 20. 7 17.6 100 o 
1/ 33. 4 29. 0 610 ♀ 
1/ 35. 0 29. 9 430 古
Fノ 30. 8 26. 4 320 古

マコガレイ

GW 

l;古河占 ヨニ イ 類

T.L F. L S.L B.W S e x GW 
57. 8. 26 S t 1 30.0 18. 0 200 

1/ 2 28.0 19.0 100 

58. 2. 22 1/ 4 36. 3 20.5 450 
1/ 1/ 34.2 19.0 330 

" 1/ 34. 5 18. 5 350 

" Fノ 32. 5 17. 5 280 
1/ 1/ 30. 3 16.8 250 

" 5 39.0 21. 0 540 

※胃重量=
胃内容物量
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町

西津軽地区人工礁調査海域図図 9

西津軽地区人工礁設置状況

~ 全 体 53 54 55 57 

事業量
千円 千円 千円 千円 千円 千円
633. 230 126，800 110， 620 125.200 125，200 145，410 

工事内容
壬~宵lS ~m' 空m' 三t舟王T 官13 ~主机3 空，...，_，机3 

53，776 9，536 10， 153 6， 895 14，502 12，690 

かまぼこ 148基
組立 20 基 組立 28 基 組立 21 基 組立 27 基 組立 52 基
沈設 20 基 沈設 28 基 沈設 o基 沈設 48 基 沈設 52 基

ポリコン 70基 18墓 18基 22基 6基 6基

1. 5 m角型 6， 000個
製作 1，857個 製作 522個 製作 1，001個 製作 1，478個 製作 1，142個
投入1， 145個 投入 881個 投入 974個 投入 1，858個 投入 1，142個

つ-
A
U
 

n〆l
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57潜水調査結果概要表(西津軽地医)

工~ 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 1同当り
観察昆数

調 査 回 数 2 2 2 2 2 2 2 14 

かまぼこ型 か5まぼこ型基
かまぼこ型

か3まぼこ型基
かまぼこ型

観察ブロック及び基数 1 基
2 基

かまぼこ型 かまぼこ型
3 基

ポリコン1基 角型 63基 角型30基， 2 基 角型 20基 角型30基，
ポリコン ポリコン1基

ウ ス メ ノ、 ノレ 11 11 o. 8 。ク ロ ソ イ 4 30 2 1 7 44 3.1 I 

ウマズラノ、ギ 8 203 26 237 
観

コ フ タ イ 7 3 1 11 

ササノハベラ 3 3 4 1 11 o. 8 
察 。エ ゾメ ノ、 ノレ 7 35 21 63 4. f) 

キ 二工 ウ セ 、/
10 22 36 68 4.9 

魚 (シマメブリ)。ア イ ナ メ 6 9 17 7 2 2 2 45 3. 2 。キツネメバル 33 5 13 11 62 4. 4 
種

ノ¥ ゼ ワ 3 20 23 1.6 
( 。メ ノ、、、 ノレ 20 16 36 2. 6 
尾

、ーノ イ シ ダ イ 10 57 17 3 1 20 108 7. 7 

フ リ 3 3 O. 2 

サ ク フ 一才 ス 1 I o. 1 

カ ジ カ 2 2 O. 1 

計 92 313 190 74 9 4 43 725 

1 回当 り観察尾数 46. 0 156. 5 95. 0 37. 0 4.5 2. 0 21. 5 51. 8 

重要魚種 // 25.0 24. 5 35. 5 26. 5 2. 0 1.5 10.0 17. 9 

0印，重要魚種
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表 9 57月別刺網漁業試験結果(西津軽地医)

~ゴリ 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月

調 査 [口] 数 6 5 4 4 4 23 

使 用 漁 具 三枚網 11 11 11 11 11 

反 数 18 15 12 12 12 I 69 

3寸 6分
反当り

日 メ仁込1 11 11 11 11 11 

109 m担

延 操業時間 110.5 78. 7 62. 9 75. 0 79. 0 i 406. 1 尾数，kg 

0キツネメバル 1尾1.5kg 2 0.7 7 4.3 0.10 0.06 

Oヒ フ メ 5 7. 8 6 2.6 4 10.1 3 3.8 18 24.3 0.26 0.35 

カナガシラ 3 o. 6 3 0.2 0.1 2 0.1 1 0.1 10 1.1 0.14 0.02 

0クロソイ 7 2. 8 11 4.9 2 1.0 20 8.7 0.29 0.13 

ホシザメ 4 11.5 4 11.5 0.05 0.17 

漁、
。メ ノ¥ ノレ 1 0.1 4 0.6 1 0.4 2 0.3 1 0.2 9 1.6 0.13 0.02 

。エゾメバル 2 o. 4 3 0.2 5 0.6 0.07 0.008 

0バパガレイ 2 o. 6 1 0.2 3 0.8 0.04 0.01 

。アイナメ l o. 3 1 0.1 3 2.0 5 2.4 0.07 0.03 

獲
、、 ズダコ 1 15.0 1 15.0 0.01 0.22 

。マガレイ 4 0.9 2 0.2 1 0.3 7 1.4 0.10 0.02 

エゾイソ 1 0.1 1 0.1 0.01 0.001 
アイナメ

アブラツノサ、メ 4 5.6 4 5.6 0.06 0.08 

魚
ネコザメ 1 0.1 1 0.1 0.01 0.001 

ガンギエイ 8 1.1 2 1.0 1 0.3 2 0.2 13 2.6 0.19 0.04 

イシガレイ 3 0.6 3 0.6 0.04 0.008 

ウマズラハギ 1 0.1 4 0.1 3 0.1 8 0.3 0.12 0.004 

種
てf ダ コ 1 10.2 1 10.2 0.01 0.14 

。マ ダ イ 1 0.1 1 0.1 0.01 0.001 

アカエイ 3 7.8 1 1.0 4 8.8 0.06 0.1 

キ ス 1 0.1 1 0.1 0.01 0.0001 

22 14. 1 51 32.2 16 25.0 25 26.2 12 2.7 126100.2 

反当り尾 . kg 1. 2 O. 8 3.4 2.1 1.3 2.1 2.1 2.2 1.0 0.2 1.8 1.5 

対 象 魚 種 19 13. 5 30 9.5 11 13.6 11 6.4 4 1.2 75 44.2 

対象魚種反当り 1. 1 O. 75 2.0 0.6 0.9 1.1 0.9 0.5 0.3 0.1 1.1 0.6 

0印重要魚種

戸、υハUヮ“
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図11 月別反当り漁獲状況(西津軽地区)

表10 57重要魚種の漁獲状況(西津軽)

単位旬

主ト¥ご 6 7 8 9 10 計

ヒ フ メ 7. 8 (58) 2.6 (27) 10. 1 (74) 3.8 (59) 。 24.3 (55) 

ソイ， メバル類 4. 8 (36) 5. 7 (60) 1. 4 (10) 2.4 (38) 0.9 (75) 15. 2 (34) 

カ レ イ 類 0.6 ( 4) 1. 1 (12) 。 0.2 ( 3) O. 3 (25) 2.2 ( 5) 

ア イ ナ メ O. 3 ( 2) O. 1 ( 1) 2. 0 (15) 。 。 2.4 ( 5) 

-:r ダ イ 。 。 O. 1 ( 1) 。 。 O. 1 ( 1) 

言十 13.5 9. 5 13.6 6.4 1.2 44. 2 

( )内は%
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表11 距離からみた分布密度

ロド立立
20 25 30 40 50 計

8 5 5 3 2 23 

使 用 漁 7目1 二枚網 5 5 3 2 23 

反 数 24 15 15 9 6 69 

目 l口L 3寸六分 15 
109掘現

15 9 6 69 

延操業 時 間 138. 9 89. 6 81. 0 54. 5 42.0 406. 1 

0キツネメバル 2尾 2.2 kg 4 1.6 1 o. 5 7 4. 3 

Oヒ フ メ 7 8. 8 5 11. 8 4 2.0 1 o. 8 1 o. 7 18 24. 1 

カナガシラ 6 o. 6 1 o. 1 2 o. 1 1 o. 3 10 1. 1 

。ク ロ ソ イ 8 4. 2 1 0.4 12 3. 7 1 o. 6 20 8. 9 

漁 ホ シ ザ メ 4 11. 5 4 11.5 

0メ ノ、、、 ノレ 4 0.4 3 O. 9 2 O. 3 9 1. 6 

0エゾメバル 5 O. 6 5 O. 6 

。ノミノミガレイ 2 O. 6 1 O. 2 3 O. 8 

獲 0ア イ ナ メ 1 O. 1 2 1. 1 1 O. 3 1 0.9 5 2. 4 

、、、 ス ダ コ 1 15. 0 1 15.0 

。マ ガ レ イ 2 0.4 2 O. 2 2 O. 5 1 O. 3 7 1.4 

エゾイソアイナメ 1 O. 1 1 0.1 

魚 アブラツノザメ 4 5. 6 4 5. 6 

不 コ ザ メ 1 O. 1 1 0.1 

ガンギエイ 5 O. 6 2 1. 0 6 1.0 13 2.6 

イシガレイ 3 O. 6 3 O. 6 

種 ウマヅラハギ 2 0.1 3 O. 1 3 0.1 8 O. 3 

"7 ダ コ 1 10. 2 1 10. 2 

Oマ ダ イ l 0.1 1 O. 1 

ア カ こに イ 1 1. 0 2 5. 6 1 2. 2 4 8.8 

キ ス 1 O. 1 1 O. 1 

計 51 40. 4 24 22.8 39 22.5 10 13. 5 2 1.0 126 100. 2 

反 当 り 総数 2. 1 1.7 1.6 1.5 2. 6 1.5 1. 1 1.5 O. 3 O. 2 1.8 1.5 

0 印対象魚種
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表12 主要魚種の分布密度(西津軽)

平、竺 30m>  54 反 40-50m ， 15反

漁獲量 kg 反当り K9| 漁獲量~反当 り kg 

魚 ソイ， メバル類 14. 3 O. 26 1. 1 I O. 07 

礁

性 ア イ ナ メ 1.5 O. 03 o 9 j O. 06 

底 ヒ フ メ 22.6 O. 42 1. 5 ! 0.10 

生
性 カ レ イ 類 1.9 O. 04 O. 3 ! O. 02 

五十 40. 3 O. 75 3 8 O. 25 

表13 3月のヤリイカ卵のう付着状況(西津軽)

戸時
54 年 ~K) 主F 56 年

ポリコン 方万戸コ
1. 5 

ポリコン ボコ!正1方5形|!ボリコン!| 方不コ
l. 5 

正方形 正方形

観 察 基 数 2基 4 I l 1 1 i 2 i 2 

付着卵のう数 本
2， 4OU' i 4， 000 200 3，000 f 800 。j約 900 約 500
空m'

150 I 1641 魚、礁 1基の容積
164 

150 3. 3 ! 。i 150 3. 3 

1 宵t' 当 り 7本 1 59 O」I 3 75 
付着卵のう数

:下ャ4
57 年 58 年

ポリゴン 方才ボコ 正1方5fp ポリコン 方不コ|品並

観 察 基 数 1 1 2 4 

付着卵のう数 2 200 100」i 250 

魚礁 1基の容積 164 164 ml 3. 3 
1 宵1 当 り 6 1 
付着卵のう数
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付表 1 57年調査方法の違いによる重要魚種の踊集状況(西津軽)

ソイ，メバル類 ヒ フ メ カ レ イ 類 ア イ ナ メ マダイ

潜水 1回当り 19 観察な し 観察な し 潜水 1回当り 3 観察なし

尾観察し秋季 尾観察した。観

潜 水 には，エゾメノミ 察率は秋季に高

14 回 ル，キツネメパ く，冬季に低い。

(9 ~ 3月) ルを主体。

冬季はクロソイ

を主体に観l察。

6. 7月，クロ 10月を除いて漁 ノミノミガレイ ( 6 6. 7. 8月に 8月に 1

ソイ，エゾメパ 獲がみられ反当 ~7 月)マガレ 漁獲がみられて 尾 o.1 k9 

漁獲試験 ノレを主体に漁獲 り重量は0.35k9 イ (7月. 9月， しるが反当り重 の漁獲が

23 凹 があり反当り重 10月)の漁獲が 量は0.07切で漁 みられた

(6 ~ 10月) 量は0.22k9 みられ反当り重 獲効果は小さい。 だけであ

量は0.03k9で漁 っfこ。

獲効果は小さし、

付表 2 調査方法の違いによる比較(9月. 10月)

9 月 10 月

潜 水 調 査 漁、 獲 試 験 潜 水 調 査 漁 獲 試 験

2 回 4 巨] 2 [司 4 回

尾 1回当尾 尾 1反当尾 尾 1目当尾 尾 1反当尾

ホシザメ 4 1. 00 

コ二 イ 要員 3 o. 75 1 O. 50 

フ リ 3 1.5 

魚 イ シダイ 10 5.0 

キ ス 1 O. 50 

ノ、 ゼ ? 3 1.5 20 10.0 

ウマズラハギ 8 2. 0 4 1.0 203 101. 5 3 0.75 

メ ノ、 ノレ 2 0.5 1 O. 25 

ウスメノくノレ 11 6. 0 

クロソイ 4 2. 0 

キツネメバル 33 16.5 4 1.0 5 2. 5 2 0.50 I 

アイナメ 6 3. 0 9 4. 5 

種 カナガシラ 2 O. 5 1 O. 25 

ヒ フ メ 3 O. 75 

マガレイ 2 O. 5 1 O. 25 

コブタイ 7 3. 5 3 1.5 
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付表 3 57. 調査方法の違いによる魚種構成

JE-~-1さff 潜 水 (14回) 車リ 網 (23凶)

不 コ ザ メ 1 

ホ 、ノ ザ メ 4 

ア フ フ ツ ノ ザ メ 4 

二L イ 類 17 

サ ク フ -::( ス 1 

フ リ 3 

イ シ ダ イ 108 

キ ス 1 1 

一宇 ダ イ 1 

ノ¥ ゼ ワ 23 

サ サ ノ ノ¥ フ へフ 11 

キ ニエ ウ セ ン 68 

ウ -::( ス フ ノ、 ギ 237 8 

ニL ソ メ ノ、 ノレ 63 5 

メ ノ、 ノレ 36 9 

ウ ス メ ノ、 ノレ 11 

ク ロ ソ イ 44 20 

キ ツ ネ メ ノ、 ノレ 62 7 

ア イ ナ メ 45 5 

カ 、/ カ 1 

カ ナ ガ 、ノ フ 10 

ヒ フ メ 18 

て才 ガ レ イ 7 

イ 、ノ ガ「 レ イ 3 

ノ、 ノ¥ ガ レ イ 3 

二巳 ゾイ ソ アイ ナメ 1 

コ フ 夕、 イ 11 

-::( ダ コ 1 

、、、 ズ ダ コ 1 

5十 725 126 

- 210一



付表 4 57. 海域総合(ウスメノ勺レ)潜水調査結果

( 57. 9 ~ 58. 3 ) 

調査年月日 I57. 9. 15 必 1I 57. 9. 15 必 l必 2I 57. 10. 7 

置 55 年設
一
種

年 56年

1基|ポリコン

54 年

1基|かまぼこ 2基
|1. 5 m 角40~60個

礁(玉石) I 45 m 

類 liJ込まぼこ

水傑，底質 I43 m 磯(玉石) I 50 m 砂

ーし「ふ
ふ
/

好

し

し

壊

良

な

な

損

底

没

掘

他

の

着

埋

洗

そ

設

置

状

況

良好

なし

なし

損壊アリ，高さ 4m 

5尾(6 c万1位)ウスメバル I5 ~ 6尾(5 ~ 6 c祝)

良好

なし

なし

なし

クロソイ I4 尾(中央部20~25cm)

魚|ウマズラノザ I3尾一(…0明内側上位) I車内倶仕部一

類|コブダイ I2尾 (20cm，内側下部) I 5尾

等 l ササノハベラ I4 尾 (15~20cm 1/ ) 

コソ。メノミノレ 4 尾(中央部 20~25明) 3尾

自国 1 キュウセン

(シマメブリ)
集|
アイナメ

10尾(外側下部20cm

6 尾(下部25~30cm)

35尾(内外側上中部 10~15c7域

11尾(内外側下部20~25ω)

6尾( 1/ 

状 iキツネメバル 20尾$:~~:~cmtと~下部) I 5 尾 (30~山)
尾(20~~25cm) 

3 尾 (5~6cm)況|ハゼ?

メ ノミ ノレ

ササノハベラ

薄山体全ボリノ刊ノ
Jフ付

着

生

物

全体に厚く付く

20尾(内外側上中部10ー15ai)

3尾(内外側下部1O~15cm)

プリ(フクラゲ) 3尾
(外側上部20cm)

イシダイ 10尾(12 ~ 13cm) 

貝類(カキ?)全体に密集

ホヤ若干付着

流 IW→E 早し W-E 早し N 潮

視

水そ

の

界 I6 ~ 7 m 6へ〆 7m 

温 I170C 160C 

他|潜水時間 I30分 45分

l段目から 3段目損壊

10へ-12m 

17 -ISoC 

30分
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設

種

置

調査年月日 I57. 10. 7 

54 年

必 2I 57. 11. 10 必 1 I 57. 11. 10 J1'h2 

水深，底質 I46 m 

年

類|廿弘詰141固

ワ

かまぼこ 2基
15  m角周辺30個

砂 I45 m 

? 

ン

細 砂

着

埋

洗

設

置

状

好

し

し

良

な

な

底

没

掘

ウスメノミノレ

況|その他|なし

魚|クロソイ

ウマズラハギ

類 1コブダイ I3屠(内側下部10cm)

3億10ー:~cm 1:内州iL上部)
2手立1ト25市ア

等|ササノハベラ

エゾメノくノレ

鯖|キュウセン

(シマメブリ)

集|アイナメ

ル

?

ル

守、ノが
ゼ

パ

ソノキ

ハ

メ

状

況

ササノハベラ

11尾(内側下部20cm) 

3尾("か 25cm) 

付!フジツボ|全体にカキ?

着

生

物

ホヤ若干

10明ムラサキウニ

良好

なし

なし

なし

18尾(内外側上中部15cm) 

良好

なし

なし

!なし

8尾(内側上中部20cm)

3尾(内外側上中部15-20cm) 18尾的1~IJ上中部 1ト20cm)

15尾約百了下部):9叱
'"写ち 1 ::r、ベ'.:::;vc宵1

3尾的州則下部):~~~~cm 
δF字モ 1;)戸、.-.;;::;)行m

2尾(20 ~25cm) 

イシダイ 27尾
(内外側上中部10cm)

全体にフジツボf密集

6尾約外側中下部15-20cm)

11尾(内タ判則下部20~25cm)

窓口忽的側中下部)

20尾的側上中部1O~2口調)

イシダイ 30尾
的外側上中部1O~15cm)

左に同じ

ホヤ若干

潮流IN
そ

の
視

水

他
潜水時間I25分

界 I10~12 m 

温I180C 

8 m 

150C 

30分

10 m 

150C 

30分
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調査年月日 57. 12. 15 j五1 57. 12. 15 必 3 58. 1. 18 Jlo1 

設 置 年 57 年 ? ? 

種 要員 かまぼこ(新しいもの) かまぼこ(古いもの) かまぼこ 1基

水深 底質 43η1 45 m 45宵1 砂

設 着 底 良好 良好 良好

置 埋 没 な し な し な し

状 洗 掘 な し な し な し

況 そ の 他 一部損壊あり な し な し

魚 アイナメ 4尾約外側中央部10-20cm) 3尾的外側中下部20m) 2尾(外側周辺30cm)

類 イシダイ 2尾(外側下部10cm 15尾(か か 10-15cm)

等 メ ノ、 ノレ 16尾 ( 11 か 10-20cm)

自国 ササノハベラ 4尾(内部中央10司1)

集 ソ イ 30尾(周辺20cm) 2尾(内側中央30cm

状 ササノハベラ 1尾 ( 11 下部10cm)

況 コブダイ 1尾 (10cm)

付 ほとんどなし ホヤ，カキ類密分布

着 ヤリイカ卵 200 ~ 300本

卵発生進んで|

生 いなし、
巾1m 

物

潮 流

そ 視 界 6へ，8m 6へ，7m 

の 水 温 130C 13'C 100C 

他 潜水時間 30分 25分
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調査年月日 58. 1 18 1162 58. 2. 17 必 1I 58 2. 17 A巨Z

設 置 年 57 年 57 年 ワ

種 類 かまぼこ(新) l基 かまぼこ 1基1.5m角20ケ かまぼこ 2基(古し、)

水深 底質 45 m 砂 42η1 i川
設 着 底 良好 良好 |良 好

置 埋 没 な し な し lな し

状 洗 掘 な し な し l な し

況 そ の 他 な し な し 『な し

魚 アイナメ 1尾 1尾 10 cm 

要頁 イシダイ 3尾(中央部10cm) 1尾 25 ~ 30勿1

等 メ ノ、 ノレ

自白 ササノハベラ

集 ソ イ 1尾

状 ササノハベラ

況 コブダイ

付 ヤリイカ下部 2ケ所 ヤリイカ卵 4~5 ケ所 カキ?密
(200 ~ 300本)1. 5 m角

着 ( 50本， 100本) ホヤ若干
ヤリイカ 1ケ所

生 付着生物全んどなし ( 50本)かまぼこ

物

潮 流 S→N 

そ 視 界 6へ，7m i 8胃l

の 7]( 温 100C 

他 潜水時間

かまぼこより 10cmの所に
1.5m角20個

- 214-



調査年月日 58. 3. 10 " 

設 置 年 57 年 ? 56 ? 

種 実頁 カマボコ1基，ポリコン1基 カマボコ 2基，角型30基
1師皮損

水深 底質 42押1 砂 44 m 砂

設 着 底 良好 良好

置 埋 没 な し な し

状 洗 掘 な し な し

況 そ の 他 な し な し

イシダイ
魚

10尾(10~ 15 cm)ポリコン
10尾(20~ 25 cm) 

類
キツネメノミノレ?

5 尾 (15~20cm) カマボコ 5~6 尾 (15~20c祝)
メ ノ¥や ノレ

等 アイナメ 2尾 (20~25cm " 
血清

集
サクラマス 1 尾 (40~45(加)

状 カ 、ノ カ
1 尾(1O~15cm 魚礁周辺
1 尾 (20~25cm)

況 5尾 (15~ 20cm) クロソイ
2尾 (25~ 30cη1) 

付 ヤリイカ卵
カマボコ 100本(1ケ所)

な しポリコン200本 (2ケ所)
着

ホヤ， ウニ若干
生

物 そのほかなし

そ 潮 流 SSW→NNE 

の 視 界 8宵l

他
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付表 5 西津軽郡地区人工礁刺網調査結果表(操業別)

1 2 3 4 5 

調 査 機 関 霊童雲食会礁
1/ 1/ '1 '1 

調査番号トE 16 17 18 19 20 

年 月 日 57. 6. 1 ~ 2 11 " 5 7. 6.29~30 '1 

魚礁との距離 20 50 50 20 30 

水 深 宵1 44 43 45 45 

使 用 漁 貝 枚 網 '1 '1 " '1 

反 数 ， 日 よ口込 3 3。寸/6前分
1 明

3 '1 3 1/ 3 11 3 1/ 

操 業 時 間 21 21 21 15. 3 15. 9 

キツネメノミル 1尾 1.5K  1 O. 7 カ

ヒ フ メ 3 6. 5 I O. 3 イ 1 O. 6 

カナガシラ l O. 2 よ入 1 O. 1 

漁 ク ロ ソ イ 3 1. 6 3 1. 2 

ホ 、ノ ザ メ

メ ノ、 ノレ 1 O. 1 

獲 エゾメバル 2 0.4 

パノミガレイ 1 O. 2 

ア イ ナ メ l O. 3 

魚 、、、 ズ
夕、、 コ

マ ガ レ イ

エゾイソアイナメ

種 アブフツノザメ

，-... ネ コ ザ メ

尾 ガシギエイ

」ーノ
イ シガレイ

ウマズラハギ

てr ダ コ

"7 37. イ

投網方向 S E S N S E N S W E 
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6 7 8 9 10 11 

を，

21 22 23 24 25 26 

" 57. 7. 3 ~ 5 '1 " 57. 7.22~24 " 

20 30 20 20 20 30 

4 45 45 45 45 45 

" 11 " " " 11 

3 310寸/6仰分 3 '1 3 " 3 " 3 " 3 11 

16. 3 16. 2 16. 5 16. 4 14. 7 14. 9 

o. 7 3 1. 7 2 O. 2 

3 O. 2 

1 7 2. 3 l O. 1 3 2. 5 

O. 1 O. 2 2 O. 3 

3 O. 2 

1 0.4 1 O. 2 

l O. 1 

1 15 K 

l O. 2 1 O. 2 2 O. 5 

1 O. 1 

4 5.6 

O. 1 

3 O. 4 5 O. 7 

3 0.6 

WS-NE W-E W-E W-E W-E W-E 

一一一
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12 13 14 15 

調 査 機 関 雇主芸会計
調査番号(一豊 27 28 29 30 

年月日 i 57. 8. 8 ~ 9 ! 57. 8. 8 ~ 9 57. 8. 25~26 '1 

25 40 25 25 

水 深 宵l 45 45 45 45 

使 用 漁 兵 を，
" 

反 数 ， 目 メ口主 3 " 3 '1 

操 業 時 間 14. 0 14. 2 17. 7 17. 0 

キツネメバル

ヒ フ メ 2 8. 6 l O. 8 1 o 7. 

カナガシラ

漁、 ク ロ ソ イ 1 0.6 1 O. 4 

ホ シ ザ メ

メ ノ、 ノレ 1 O. 4 

獲 エゾメバル

ノミノミガレイ

ア イ ナ メ 1 O. 8 1 O. 9 l O. 3 

魚 ミズズダダ コ

て才 ガ レ イ

エゾイソアイナメ

種 アブフツノザメ

，-、 不 コ ザ メ

尾 ガンギエイ 1 O. 5 1 O. 5 

、._/
イ シガレイ

ウマズラハギ 1 

一宇 ダ コ 1 

て才 ダ イ 1 

投網方向 W E W-E W-E W-E 
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16 17 18 19 20 

喜重要金五礁 1/ f' 1/ f' 

31 32 33 34 35 

57. 9. 1O~11 f' 57. 9. 24~25 1/ 57.10.11へ，12

30 30 25 25 20 

45 45 45 45 45 

枚 網 f' f' " f' f' 

3 
3寸 6分

3 f' 3 109前市 " 3 
1/ 3 1/ 

17. 1 17. 0 20. 5 20. 4 19. 4 

4 1. 6 1 O. 7 

I 1. 3 カ 2 2. 5 

2 O. 1 イ 1 

ム

4 11. 5 

2 O. 3 1 

1 O. 1 1 O. 1 

1 O. 3 1 O. 1 

3 O. 1 1 

1 2.2 2 5.6 

W-E W-E W-E W-E W-E 

- 219ー



21 22 23 

調 査 機 関 望星雲会量礁 " '1 

調査番号(一連) 36 11 36 38 

年 月 日 57.10. 1J ~12 '1 

魚礁との距離 20 20 40 

水 深 宵1 45 45 45 

使 用 漁 貝 '1 11 '1 

反 数 ， 目 l口斗 3 '1 3 '1 3 '1 

操 業 時 間 19. 3 20. 1 20. 2 

キツネメノミル l 

ヒ フ メ カ

カナガシラ イ

穂、 ク ロ ソ イ iλ 

ホ 、ノ ザ メ

メ ノ¥ ノレ

獲 エゾメ ノミ ノレ

ノミノミガレイ

ア イ ナ

魚ミズズ夕、夕、
"7 ガ レ イ 1 

エゾイソアイナメ

種 アプラツノザメ

r、、 不 コ ザ メ

尾 ガンギエイ l O. 1 

'-./ 
イ シガ、レイ

ウマズラハギ 3 O. 1 

マ ダ コ

て才 ダ イ

ア カ コニ イ l 

オ ノ、.' ザ メ

キ ス 1 
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